
1 

 

 資料１  

第２回検討委員会における各委員からの主な意見等 

 

１ 留萌市における部活動の在り方に関する提言（案）について 

（１）「１ 平日も含めた地域移行の早期実現」について 

 【主な意見等】 

  〔委員〕 

〇顧問は平日も含めた地域移行の早期実現を強く望んでいると記載されているが、ア

ンケートの結果を見ると、保護者や生徒も強く希望するため、文言に「保護者・生徒」

もあっていいのではないか。 

   

（２）「２ 生徒数・学校規模に応じた部活動の適正化」・「３ 種目に応じた部活動の運営

手法の検討」について 

 【主な意見等】 

 〔委員〕 

〇文言が「すべき」で終わっている箇所があるため、「すべきである」等に修正した方

がいいのではないか。 

 

（３）「６ 指導を希望する教員等の在り方（兼職・兼業等）」について 

 【主な意見等】 

  〔委員〕 

〇地域での指導を強く希望する教員もいると記載されているが、お願いされたら指導

してもいいという教員が大半で、強く希望している教員は本校にはあまりいないと

思う。 

 

（４）「７ 施設確保と移動手段の検討」について 

 【主な意見等】 

 〔委員〕 

〇陸上では夏季は浜中運動公園を使用しているが、冬季になるとスポーツセンター等

を使うしかないが他の競技団体と被ることがあるため、学校施設や閉校している学

校を使うのか、冬季の練習場所の確保は問題がでてくる。移動手段については、現

状、小学生は保護者の送迎、中高生は自転車できている。 

〔委員〕 

  〇中学校２校を１つの団体として考えていくといいのではないか。 
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（５）「９ 会費の在り方」について 

 【主な意見等】 

 〔委員〕 

〇集団スポーツであっても個人で揃えないといけないものはどうしてもでてくるため、

種目によってかかる費用は大きく変わってくる。技能が伴ってくる子どもほどそれ

に見合った高価なものが欲しくなるというのが現状である。そのあたりも家庭にど

のように補助できるかを検討していかなければならない。 

〔委員〕 

〇吹奏楽部については他の部活と比べるとそこまでお金はかからない。留萌中学校に

いた時は、年間２万４千円だった。 

 〔委員〕 

〇以前、先生方に聞いた時、一番少ない部活で６千円、多い部活で２万円ほどだった。

しかし、それは年会費であり他に全道大会に行くこととなれば別途徴収となる。 

 〔委員〕 

〇今の会費の実態を調べてみないとわからないが、市教委で調査することはできるか。 

 〔事務局〕 

  →一昨年前に市教委で一度、部活動の種目ごとに調査をしているが、それだけではわ

からない部分もあるため、もう一度、調査を行いたいと思っている。 

 

（６）「１０ ゆる部活（エクササイズ部）設置の検討」について 

【主な意見等】 

〔委員〕 

  〇子どもたちのやってみたいをできるだけ汲み取りたいので、子どもたちの意見を取

り入れる内容にし、複数の種目に触れられるようにしていきたいと思っている。 

 〔委員〕 

  〇学校でゆる部活をやろうと思えばできるのか。 

  〔委員〕 

  →子どもたちのニーズがあれば学校としてもやっていきたい。 

  〔委員〕 

  →生涯体育の観点があるので、子どもたちのニーズに合わせてやっていきたいと思っ

ている。 

 

（７）「１３ 大会参加への対応」について 

【主な意見等】 

〔委員〕 

  〇中体連のクラブ参加の定義の仕方についてどのようになっているのか。 

 〔委員〕 

 →日本中学体育連盟において、どこまでの競技がクラブとして出場できるのか現在、

協議中である。 
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（８）その他 

【主な意見等】 

〔委員〕 

  〇教員には人事異動があり、同じ転勤エリア内では情報共有していかないと先生方の

負担がアンバランスになる。 

  〔留萌教育局〕 

  →教育局としても、管内の町村で地域移行を進めていくような仕掛けはしている。し

かし、それぞれの事情で、できるとことからやっていくということで進めている。 

 〔委員〕 

  〇全道から見て留萌市はどれくらい地域移行の話が進んでいるのか。 

 〔北海道教育庁〕 

  →４割程度の市町村がまだ未着手の状態、検討委員会を開いて提言案を作成している

市町村は数少ない。 

 〔委員〕 

  〇４割が未着手とのことだったが、留萌市はまっさらな状態で始めているがモデル地

区はないのか。 

 〔アドバイザー〕 

  →本当の意味で部活動が地域に移行している地域はない。どの地域でもオンリーワン、

当てはまることがない。そのため、留萌市のオリジナルを作らなければいけない、

近い事例は拾えるが当てはまるものはないと思う。 

 〔委員〕 

  〇保護者として不安はある、今までは先生ということで安心して子どもを預けられた

が、今後どのような指導者がくるのかは不安、資格等の問題もある。 

 〔委員〕 

  →ガイドラインを作る、誓約書を書かせる等など考えていく必要がある。 

 

２ 道教委部活動の在り方検討支援アドバイザーからの助言 

 〔アドバイザー〕 

〇道内アドバイザー３名で周っているが、３名の共通の意見としては提言案の「１１ 

実施主体の明確化（事務局機能・受け皿団体の想定）」がとても重要と考えている。 

〇指導する人もプレイを楽しむ１人のプレイヤーとして考える。 

〇国の方ではコーディネーターという人材にお金を投じることを考えている。総括コ

ーディネーターが国から各都道府県に配置され、そこからコーディネーターが各市

町村に配置されることとなるが、道からその地域の事情を知らない人が配置されて

も仕方ないので、今いる委員の中からコーディネーターとしてなるのも一つの手と

してある。 

 

 

 



部費 保護者会費 その他
道具などに係る費用

（個人購入を除く）

中体連管内大会参加に

係る費用

中体連全道大会以上の

大会参加に係る費用

中体連以外の大会参加等に係

る費用

（練習試合含む）

その他

１年生 9,000 10,000 19,400 3,000 41,400

２年生 9,000 19,400 3,000 31,400

３年生 4,500 19,400 3,000 26,900

１年生 3,000 5,000 8,000

２年生 3,000 5,000 8,000

３年生 2,000 3,000 5,000

１年生 7,000 7,000

２年生 7,000 7,000

３年生 7,000 7,000

１年生 6,000 17,000 6,000 2,080 31,080

２年生 6,000 17,000 6,000 2,080 31,080

３年生 3,000 17,000 6,000 2,080 28,080

１年生 0 部員数0人

２年生 0

３年生 6,000 6,000

１年生 1,000 18,000 5,000 18,000 42,000

２年生 1,000 5,000 18,000 24,000

３年生 1,000 5,000 18,000 24,000

１年生 14,000 14,000
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備考欄

部活動に係る保護者負担に関する調査結果（港南中学校）

①定期徴収 ②随時徴収
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部費 保護者会費 その他
道具などに係る費用

（個人購入を除く）

中体連管内大会参加に

係る費用

中体連全道大会以上の

大会参加に係る費用

中体連以外の大会参加等に係

る費用

（練習試合含む）

その他
備考欄

部活動に係る保護者負担に関する調査結果（港南中学校）

①定期徴収 ②随時徴収

合計

２年生 14,000 14,000

３年生 14,000 14,000

１年生 0 部員数0人

２年生 3,000 3,000

３年生 0 部員数0人

１年生 0

２年生 0 部員数0人

３年生 4,000 4,000

※調査については令和３年度実績又は、令和４年度見込の金額となっております。
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 留萌市における部活動の在り方に関する提言

（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留萌市部活動の在り方検討委員会 

令和 4 年 11 月 

 

 



留萌市における部活動の在り方に関する提言（案） 

 

１ 平日も含めた地域移行の早期実現 

・ 二中学校の顧問・生徒・保護者は「平日も含めた地域移行の早期実

現」を強く求めており、ヒト（指導者）カネ（指導者への報酬）場所（練

習場）などの環境整備を進め、出来るだけ早期に移行することが望ま

しい。 

・ 休日と平日の指導者が異なると、指導方針の違いによる混乱を心配

する声もあり、平日でも活動の場を増やしていくことが必要である。 

 

２ 生徒数・学校規模に応じた部活動の適正化 

・ 少子化が進展する中、生徒のニーズを把握し、生徒や保護者の理

解を得ながら、部活動の種目の適正化を進めることが求められる。 

・ 部活動には競技志向ばかりでなく、レクリエーション、文化・芸術を楽

しみたいなど、様々なニーズが混在しており、生徒が希望する部活動

の新設も視野に部活動の在り方を検討すべきである。 

 

３ 種目に応じた部活動の運営手法の検討 

・ 学校単独でのチーム編成が困難な種目がある中、効果的な指導・運

営体制の構築に、二校が一緒に練習をする「合同部活」、練習場所

を集中させる「拠点部活」、専門性を進化させた「地域クラブ化」など

生徒や保護者のニーズを踏まえた運営手法を検討すべきである。 

 

４ 指導者の質・量の確保（競技団体指導者） 

・ 指導者には、生徒の安全確保に加え、暴言・暴力、ハラスメントなど

の行為の根絶が求められるほか、部活動の意義や役割を理解し必

要な資格の取得や研修の実施を促進する必要もある。 

 

５ 地域ぐるみのサポート体制の確立 

・ 多様な生徒のニーズに応え、部活動の地域移行をスムーズに進展さ

せるため、受け皿となる運営主体と指導者の確保は急務であり、社会

全体で地域移行を後押しする機運を高めることが重要である。 



６ 指導を希望する教員等の在り方（兼職・兼業等） 

・ 教員等には、専門的な知識や技量、経験があり、地域での指導を強

く希望する教員もいることから、希望者が兼職兼業の許可を得ること

により、地域の中で指導できる環境の整備が求められる。 

・ 地域での活動を希望する教員等については、地方公務員法や教育

公務員特例法の規定に基づき、任命権者から兼職兼業の許可を得

た場合は地域団体の業務に従事することを可能とすべき。 

・ 教員等が地域で指導する際、本来業務へ影響が生じないようにする

とともに、心身に過重な負担とならないようにする必要がある。 

 

７ 施設確保と移動手段の検討 

・ 部活動の場は、公共施設に加え、中学校体育館やグラウンド、小学

校や高等学校施設などの利用を促進する必要がある。 

・ 学校体育施設の利用では、多くの団体等が施設を使うため、利用の

ルールづくりや団体間調整が必要となる。 

・ 施設の効率的な活用とともに生徒の移動手段の確保が課題となり、

民間事業者のバス借上やスクールバスの有効活用が考えられる。 

 

８ 財源の確保 

・ 持続可能な運営のできる組織体制の整備は人材確保も含めて望ま

れるが、必要な予算を確保するため、財源として、国、北海道、スポ

ーツ振興くじ助成（toto）等による支援制度の活用を積極的に検討す

べきで、ふるさと納税の活用も検討に値する。 

 

９ 会費の在り方 

・ 指導者に適切な対価を支払うことは当然だが、経済状況にかかわら

ず各家庭に会費負担も求めることになるため、通常の部活動と比べ

費用負担が上がることへ抵抗感を示す保護者が出てくることが想定さ

れ、丁寧な説明により理解を得ていく必要がある。 

・ 地域移行にあたって、部活動は任意加入であるため、経済的に困窮

する家庭に対しては補助を検討する必要がある。 

 

 



10 ゆる部活（エクササイズ部）設置の検討 

・生徒には、スポーツを楽しむことを重視するレクリエーション志向があ

り、運動が苦手な生徒など、状況に応じた対応が求められる。 

・ 幅広くスポーツ活動に親しむため、スポーツ体験教室やレクリエーショ

ン的な活動など、生徒の志向や体力等の状況に適した、例えばダン

スやスケートボードなどの体験機会を確保していく必要がある。 

 

11 実施主体の明確化（事務局機能・受け皿団体の想定） 

・ 地域移行は教育委員会が中心となって進めているが、そのための環

境整備は重要な課題であり、今後は地域スポーツ団体等を主体に学

校や教育委員会と緊密に連携しながら地域移行を進めていくことが

望まれる。 

・ 地域移行の受け皿となる団体には、生徒の心身の健全育成などに

広く目を向け、生徒の多様なニーズに合った活動機会の充実等に積

極的に取り組むことが期待される。 

 

12 危機管理体制の整備（安全保険など） 

・ 学校の運動部活動で生じた怪我等については日本スポーツ振興セ

ンターの災害共済給付制度により補償されてきたが、地域の団体等

における活動では同制度の対象外となるため、スポーツ安全保険な

ど他の保険制度を活用する必要があり、地域移行後も十分な補償を

受けられるよう、保険の考え方について整理する必要がある。 

 

13 大会参加への対応 

・ 地域移行への移行期には、学校の運動部活動と地域のスポーツ機

会の両方が存在するため、大会の参加資格が緩和され地域のスポ

ーツ団体等の参加を認めていく際に、学校部活動として参加を希望

する場合と、地域活動として参加を希望する場合があり、中体連等に

対し主催大会へ地域クラブなど学校以外の団体が参加することを認

めるよう要望するべきである。 

 

 



留萌市における部活動の現状と課題について 
 

 

１ 学校部活動の現状と課題  

◆少子化の急速な進展に伴う生徒数の減少 

これまで、学校における部活動は、学校教育の一環として大変貴重で有意義

な役割を担ってきました。子どもたちは部活動を通して、主体性や自身の個性

や可能性を伸ばし、同じ目標に向かって学級や学年の枠をこえた仲間たちと

協力する大切さや、努力を積み重ねやり遂げた喜びや楽しさを味わうことが

でき、この体験がもたらす生徒一人ひとりや学校全体に対する教育効果は非

常に大きいものであります。 

しかし、近年においては、少子化の急速な進展に伴う生徒数の減少により、

部員数の減少による活動の休止や廃部、単独校によるチーム編成が難しくな

るなど、これまでの生徒個々のニーズによる部活動選択の幅が維持できなく

なっています。 

 

 (参考)市内小中学校の児童生徒数推移 

 平成 24 年 
(2010) 

平成 29 年 
(2015) 

令和２年 
(2020) 

令和４年 
(2022) 

令和 6 年 
(2025) 

令和 11 年 
(2030) 

令和 16 年 
(2035) 

小学生 1,032 886 788 714 673 622 573 

中学生 542 429 450 400 371 343 317 

計 1,574 1,315 1,240 1,114 1,044 965 890 

令和６年(2025)以降は「中学校を核とした教育の推進と学校の適正配置」における推計値(R2 策定) 

 

◆部活動指導に係る教職員の負担 

 中学校の教職員の時間外勤務のうち、平日の放課後や休日の部活動指導が

高い割合を占めており、働き方改革を進める上で大きな課題の一つとなって

います。また、競技経験のない教職員が顧問となり、技術的な指導や大会運営

への参画が求められるなど、学校現場の教職員にとって大きな業務負担であ

り、生徒にとっても望ましい指導が受けられない場合が生じています。 

 

◆地域との連携の在り方 

 子どもたちの育成は学校、家庭及び地域において担われている中で、地域の

スポーツ団体や指導者、施設などの資源と学校との連携が十分でない状況も

みられます。各学校においては、部活動指導員・外部指導者を積極的に活用し

たいが、指導者は専門的指導だけでなく、学校教育への理解も求められてお

り、人材確保が難しい状況となっています。 

 



２ 部活動の地域移行に関するアンケート調査結果  

  

教育委員会では、部活動における現状と課題を踏まえ、部活動の地域移行

に対する、現場の顧問の先生、保護者、生徒の意向を確認するため、昨年度

に引き続き、部活動に関するアンケート調査を実施いたしましたが、前回と

同様、顧問の先生、保護者、生徒、いずれも移行に賛成という回答が多数を

占める結果となりました。 

 

≪運動部≫ 

 

 

≪文化部≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒【運動部】 

   賛成  

84.3％(107 人) 

   反対  

15.7％(20 人) 

保護者【運動部】 

   反対  

15.2％(25 人) 

   賛成  

84.8％(140 人) 

   賛成  

86.7％(26 人) 

   反対  

13.3％(4 人) 

顧問【運動部】 

   反対  

0％(0 人) 

   賛成  

100.0％(6 人) 

顧問【文化部】 

   反対  

16.7％(5 人) 

   賛成  

83.3％(25 人) 

   反対  

29.6％(8 人) 

   賛成  

70.4％(19 人) 

保護者【文化部】 生徒【文化部】 


